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率（Proportion words）、正答セット単語数（Correct sets words）による採点方法がある






































































































の母語版RST（L1 RST）、および習熟度測定のために SPOT（Simple Performance-Oriented









































調査は、調査協力者に L2 RSTと L1 RST、習熟度測定のための SPOTを実施して、習熟度
別に L2 RSTと L1 RSTの相関を求めることによって行う。






































L1 RST L2 RST SPOT
42 42 65
非漢字圏 漢字圏 非漢字圏 漢字圏 非漢字圏 漢字圏
平均値 20．6 24．9 19．0 22．0 50．0 38．0
標準偏差 5．3 6．4 5．7 6．9 7．8 10．4
最大 33 39 33 37 64 59
最小 4 13 6 9 26 18
人数 77 49 77 49 77 49
表2．習熟度別 L1 RSTと L2 RSTの相関
非漢字圏 漢字圏




26‐45 18 ．529＊ 25 ．508＊＊




非漢字圏、漢字圏いずれも L2 RSTより L1 RSTの平均値が有意に高いが（非漢字圏 t（76）
＝2．704，p＝．008、漢字圏 t（48）＝3．099，p＝．003いずれも両側検定）、その差は非漢字圏
の方が小さい。非漢字圏の習熟度が全体的に高いため L1と L2の RSTの差が小さくなっ
たものと考えられる。
次に、参考のために、テストの信頼性として各RSTの α係数を求めたところ、非漢字圏
と漢字圏を合わせた日本語学習者版RSTの α係数は、0．802であった。非漢字圏の L1 RST、




















散布図を見ても、非漢字圏、漢字圏ともに上位群における L1 RSTと L2 RSTの相関が確
認され、苧阪（2002）や二口（2014）が支持される結果となった。では、どの程度の習熟度
で日本語の言語的な影響を受けずに L2 RSTでWMが測定できるであろうか。習熟度が上













次に、習熟度別に L1 RSTと L2 RSTの相関を求めることで日本語学習者版RSTが使用
できる日本語習熟度レベルを探った。本研究の結果だけで一般化できる基準を設けることは










では習熟度上位群に限って見れば、回帰直線によって L2 RSTから、L1 RSTの結果を予
測することはできるであろうか。それには誤差が大きく、数値の意味のある予測は困難であ
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資料1．日本語学習者版リーディングスパンテスト全音読文
各音読文頭の数字は、「文条件，試行番号，文番号」を示す。例えば、「211」なら2文条
件の第1試行の第1文を意味する。
音読文（総ルビ） ターゲット語
＜説明＞
新聞を読みながら朝ごはんを食べた。 朝ごはん
せんぱいが大勢の前で有名な歌を歌った。 有名な
アルバイトで疲れたので、今日は早く寝よう。 アルバイト
＜練習＞
練211）この池の周りにはきれいな色の花が多い。 池
練212）さとうさんと別れた後、一人で音楽を聞きに行った。 さとうさん
練311）食事の前には必ず手を洗う。 洗う
練312）彼は入院しているので、来ないと思う。 入院
練313）山田さんの家は、学校から近い。 近い
＜2文条件＞
211）かばんが重くて、駅まで歩くのは大変だ。 歩く
212）私はこの機械がどう動くか彼に質問した。 質問
221）だれが一番先にできるか、みんなで競争しよう。 先に
222）今はどんなアパートでもペットと一緒に住める。 アパート
231）お金がなくてこまっていると、姉が貸してくれた。 姉
232）今日のお祭りは台風のため中止になった。 中止
＜3文条件＞
311）母のたんじょう日のプレゼントはセーターにした。 セーター
312）1時間ぐらい話し続けたので、のどがかわいた。 のど
313）言葉は文化と深い関係があると言われている。 深い
321）昔の人は月が好きで、いろいろな話を作った。 いろいろな
322）今まで寝ていた赤ちゃんが急に泣きはじめた。 今まで
323）あの子は毎朝私の顔を見ると、あいさつをする。 見る
331）母は初めて船に乗って、子どものように喜んだ。 初めて
332）先生がなかなか来ないので、学生がさわぎはじめた。 なかなか
333）私は1週間に1回柔道を習っている。 1回
＜4文条件＞
411）大学を卒業したら、銀行で働きたい。 大学
412）あの先生の話は留学生には難しすぎる。 話
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413）けいたい電話を忘れたので、連絡できなかった。 連絡
414）天気予報によると、今夜は雪が降るそうだ。 降る
421）難しい問題だったが、やっと答えがわかった。 難しい
422）このバスは大きな橋を渡って、駅の方へ行く。 大きな
423）子供たちは先生の話をまじめに聞いている。 先生
424）この薬を毎日飲めば、病気は治るはずだ。 治る
431）外国語を勉強しても、話さなければ忘れる。 外国語
432）飛行機が空を東から西へ飛んで行った。 西
433）あの美術館はいつ行っても人がたくさんいる。 たくさん
434）かばんを買いに行ったが、どれも高くて買えなかった。 かばん
＜5文条件＞
511）10年前から犬2匹と一緒に住んでいる。 一緒に
512）日本では一日中テレビの放送がある。 放送
513）雪がたくさん降ったため、試合が中止された。 雪
514）息子は毎日遊んでばかりで勉強をしない。 勉強
515）日本に留学している間に、ふじ山に登りたい。 留学
521）お金もないし、時間もないから、遊びに行けない。 時間
522）彼女は会議に遅れて、社長に注意された。 会議
523）父は面白いことを言って、よくみんなを笑わせる。 面白い
524）じこで頭を打ったので、病院に運ばれた。 打った
525）この町に引っ越してから前より元気になった。 元気に
531）私は姉と同じ先生に英語を習った。 同じ
532）夜は人が見えにくいので、注意して運転する。 運転
533）私の国はアジアの国々との貿易がさかんだ。 アジア
534）娘は外で遊ぶより、ゲームをするのが好きだ。 ゲーム
535）天気がいいか悪いかは、風の強さで決められない。 強さ
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